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ギャラリー・ラファイエット社（仏）との業務提携終了

ならびに海外駐在員事務所の移転・新設について

ギャラリー・ラファイエット社（仏）との業務提携終了１．

当社は、１９７８年３月にギャラリー・ラファイエット社（以下 ）オスマGL
ン本店内に「パリ松坂屋」をオープン以来、永年にわたり 社と業務提携を続GL
けてまいりましたが、現契約期間の満了日をもって業務提携を終了することにな

りました。

主な理由としては、中国などからの旅行者が増加する反面、日本人団体客が減

少し、来店客構造が変化したため、双方に業務提携を継続する意義がうすくなっ

たことがあります。また、 社が日本人旅行者に対する接客対応ノウハウを蓄GL
積し、当社が駐在員を常駐させてサポートを続けていく必要性がなくなったこと

です。

（１）パリ松坂屋における業務内容

Ａ． 店内でお買物された日本人旅行者の免税手続GL
Ｂ． 店内での日本人旅行者のお買物サポートGL

（２）現契約満了日（業務提携終了日） ２００５年 ８月３１日

２．海外駐在員事務所の移転･新設について

（１）パリ駐在員事務所の移転

当社パリ駐在員事務所は、これまでＡＭＣ共同仕入機構パリ事務所内に

設置しておりましたが、今後独自の情報収集活動業務強化や仕入担当者の

買付・商談のサポート等の強化を図る為、改めてパリ市内に当社独自の駐

在員事務所を設置いたします。

・パリ駐在員事務所移設時期 ２００５年 ８月初旬（予定）

＊ＡＭＣ共同仕入機構 ・・・米国の百貨店を主要メンバーとする加盟社の

海外商品買付・商談等をサポートする仕入機構。

（２）中国駐在員事務所の新設

法人顧客の販促品需要の増加に伴い、販促品の中国における生産が主流

になってきております。当社法人外販統括部においても販促品が取扱高

の約６５％を占めており、販促品受注競争力のさらなる強化を図るため、

中国に商品調達拠点として駐在員事務所を開設する方向で現在準備を進

めています。社員を常駐させることにより中国生産の品質・コスト・ス

ピード対応力をより一層強化いたします。

・開設時期 ２００６年 ３月（予定）

・開設場所 上海市（予定）

＜問い合わせ先＞

株式会社松坂屋 本 社 広報スタッフ 山川・伊藤

tel 052 264-7025 fax 052 264-7040( ) ( )

株式会社松坂屋 東京本社 広報スタッフ 石関・五味

tel 03 3572-1021 fax 03 3572-1410( ) ( )


